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山 崎 俊 夫
　　　　　Nacimie拡o　de　Tecnos　y　Su　funci6n　dentro
　　　　　　　　　　　　　　　　de　paises　desarrollantes
Cuatro　materiales　en　relaci6n　de　problema：destinando　al　cambio　radical　en
禽1nbito　de　ciellc呈as　econ6micas　a　partir　de玉a　cu哉nti（iad　a　la　cuali（iad
Toshio　YAMASAKI
　　　　Para　plεしntear　el　problema，　ponga搬os　a｝　fundamento　siguientes　tres
cotizaciones　del　caso　argentino：sobre　el　derecho　de　aprendei－yense賃ar，　Rafael
B圭elsa　decia－（1）‘‘灘）n　lo　que　respecta　a　la　instrucc三6n　superior　o　universitaria
la　Const量t“ci6n　de　2853　re五6rese　a　ella．　ell　una　dispos三ci6簸sobre　las　at盛bucioRes
del　Congreso，　al　disponer（a・rし67，　inc．16）que　para　proveer｝o　conducente　a　la
prosperidad　del　pais，　a｝adelanto　y　bienestar　de　todas　las　provincias　y　al　progreso
de　la　ilustrac呈6n　este　dicta　planes　de三nstrucci6n　general　y　universitaria．　En　la
reforma　de　1949　se　sustituy6‘ilustraci6n，　por‘ciencia，，　y‘Planes，　por‘organizan－
do，．　Es　una　refbrm乏l　de　detalle　e圭njustificada，　porque　la　ciencia　no　es　cuesti6n
de　preceptos　constitucionales，　por　otra　parte，　era　mas　l6gica至a　c簸usu圭a　anterior，
pues　la　ilustrac三6n　es　uユユco鷺cepto　comprensivoノ，　（V6ase，　Rafael　Bielsa，‘‘Dere－
cho　Constitucional，，，　Ro儀ue　Depalma　Editor，｝3uenos　Aires一工959．　p．385．）；y
tamb｛6n　dec玉a－（2）‘‘1・a　instrucci6n　no　se　dirまge　entonces　al　conocimiento　de　la
verdad，　sino　de　una　especie　de　verdad　o壼c三a1，　degomiitlca　y　arbitraria．　Solame凱e
la　t（≦cnica　puede　subsist圭r　en　esos　Estados，　porque　la　t6c且ica　no　es　mSs　que　un
medio，　y　no　un伽de　alc鋤zar　un　idea1，　y　ese　medio　sirve　para玉o　bueno　y　para
lo　malo．　Cuando　se　habla（1e　la　superioridad　de　la　t6cn三ca　o（ie　la　eficiencia，
para　mostrar　｝a　pos圭b圭1idεしd　de　lograr　progreso　mεしterial　e　inclusive　cienti費co
（con里as玉imitaciones　arbitrarias　que　a　la　inteligencia　se圭mpone），　e且realidad　se
combate　la　libertad，至a　superaci6n　siempre　creciente　e　inde蝕圭da　del　progreso．
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De　ah宝　resulta　que　el　hombre　instruido　eR　ese　sistema　es　s6王o　una　pieza　utll重sima》
quizas，　en　lε㌧maquina　social，　pero　adher圭da　a　esta　como　lo　estaba　el　hombre　servil
med圭eval　a　la　gleba．　En　e｝f（）ndo　es　un　Puevo　usufructo　del　hombre，　en　favor
no　ya　de　una　facci6n　o　banda　erigida　en　autoridad＿7｝　（V6ase　lbid．，　Nota　144
apie　de　p．378．）；yotra　pεしrte　quedaba　encontrada　entonces　en　Argentina，　s圭一
gu量ente　disposici6n　del　art．25：decia－（3）‘‘Se　prescribe　que　e｝Gobiemo　federal
‘no　podrξしrestringir，｝imitar　ni　grεwar　con三mpuestoεしlguno　la　entrada　en　el　terri－
tor三〇argentino　de玉os　extranjeros　que　traigan　por　objeto　labrar玉a　tierra，　mejorar
las　industrias，　e　intro（圭ucir　y　ense負ar茎as　ciencias　y　las　artes，．　No　se　trata　de　una
inmunidad　fiscal　respecto　del　extranjero　que　se　dedique　a　la、　ensehanza，　sino
de　la　exenci6n　de　toda　contribuci6n　que　se　qu圭era圭mponer　con　motivo　de　su
entrada　en　el　pais，　precepto　que　si　bien　es昼sca1，　tiene　una　significaci6n　mas　bieB
m◎ral．　Es　una　prohi1〕ici6n　impuesta　al　gobiemo　eH　materia　impositivaノ，
（V6ase，　ibid．，p．381）．
　　　　Dichos　tres　casos　de　Argentina，　seran，　de　fしmdamentoンmuy　significativos
al　relacionar　con　nuestros　estudios．　Y，　esta　vez，　para　solucionem’nuestyo
problema，通ostraremos　41ecturas　de　este　materia玉；la　primera　es　mi　ponenc三a
al　Congreso　XXV　nacional　de　hispan6filos　de　1979，　y　otras　dem禽s　son　mls
traducciOnes：
　　1．　　Socios　industriales　de　la　ComPεし負ia　colectiva－－Unico　sistema　del　C6d圭go
de　Comercio　espaftol－
　　2．Frederlck　Winslow　Taylor，“Principios　de　la　Administraci6n　Gentifica”－
La　parte　de　la‘lntroducc量6n，～
　　3．　Sacado　de‘‘El　Sa｝ario　y　El　Empleo　en　el　Desarrolle　Ecoiユ6m童co－Socia！
de　Espaha，LSalarios　Minimos－
　　4．Vianna　Moo9，“Bandeirantes　e　P圭oneiros，，（Paralelo　e凱re　dos　Culturas）
～
Ford4and｛．a．　en　Brasi1一
1 合名会社における産業社員
　　　　イスパニア国商法典のユニークな性格舗度的側薗
　　　（第25國日本イスパニヤ学会沖縄大会一主催校琉球大学一昭和54年12月8礒土於那覇市都ホテ
ル報告要旨）
　　この報告では初めに序論としての8点の項目を列挙して用意した後に，標題の本論に移る，
　1．　企業経済学（Ciencia　Econ6mica　de　Empresa）の立場から分析して，合名会社より株式会
社へと一rPtする企業経済学の計測論理の展開を試みるという基本的態度を方法論の基礎に置く．
　　2．　イスパニアの企業体制には経営社会化理念の系譜として，海のソキエタス　（Societas
Mayis）の普及があり，企業の社会経済的，かつ，歴史的立脚基盤となっている．（ビセンス・ビ
ベス博士の『経済史』にこの指摘が見られる．）
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　3．元来イスパニアの企業体制では，経営者の機能の機動性について尊重が顕著で，その故に，
戦後になってからであるが，慣行的に整理された株式会社法の改正がなされている．株式会社法
改正の前文に特に次の3点が拾われる．
　a）未発行自己株の手許留保株鰯度と資本金誇大表示の照慣行を対比して得失を考えたこと．
　（切　上：E　（／）に替える舗度として授権資塞鰯の扶植導入を企かったこと．
　㈲　会計監査株主の選出による監査機関への代替がなされていること．
　4．一方，資本との関連において，労働の企業参加について，最近における田本経営学会で西
独の労資協議制・共岡管理決定法，及び特に第一次大戦直後からの従業員持株翻度の発達を発想
の根幹とする故市原寮一教授が提唱せられた所有・経営管理参加説があって，これとイスパニァ
の場会との対比は興味あり，かつ，重要であること．　（本論における闘際比較的立場からの必要
上改めてなお詳しく後述する．）
　5．　合名会社法産業社員の利潤参加と海商法での船長手数料（Capa）との対比がイスパニア圏
商法の中で可能なこと．　（前者は企業利潤から支払われ，後者は顧客が直接出来高に比例して支
払う．）
　6．　産業社員の報酬に就ての簿記的処理と資本充実原則の間に突込んだ考察が必要なこと．
（本論ではこの点を最も中心的な骨子にして論述する。）
　7．途上国としてのイスパニアにinfra部門投資の重要性とペルピニャー教授のいわゆるpsi－
co16gicoな鰯民経済下部構造要素の改変充実拡張要求の必然性が穿在すること．
　8．　むすび：以上をまとめて労働と資本の両側面から本題を考察してみなければならないこと．
　カルロス・イグレシアス・セルガスにも法制史的なこの労資爾側面からの資料を提供した著作
があるが，本題の産業社員は，フェルテス博士の指摘せられるイスパニァにおける複雑な調整機
関の存在という産業勝働社会の基盤から夙に翼、われて歴史的慣行的な要講の必然性として19世紀
イスパニア圏商法に現われた制度であると云えるであろう．イスパニアでは労働への報酬はもと
よりであるが，資本に対してもその貢献に正当な報酬を与えることが社会的に公正な立場として
体制的に保障されている，これは国民的な市民社会法理論の原則でもあるだろう．
　産業社員の報酬は労働の利澗参加に，等価交換原則に近着けた効率格差配分としての一の理論
的問題提起ともなり得るであろう。先に触れた西独の場合においても，市原教授の問題提起では，
持株会社へと企業から拠出された基金の額による詣該企業従業員への重点加重的格差配分が一案
として出されている．イスパニアの論理からするならば，むしろこれが妥当として支持せられる
ことになると思われる．
　以上の序論における諸点の検討の後に，改めて本題の産業社員について，その覇度の現代的な
意義を考えるならば，商法の体系の中に特設せられた産業社員であり，制疫的に経営の機動性を
肉上させたものであることが理解せられる．然しながら，資本充実原則から見るならば，藍業社
員は出資社員ではなく，債権者保謹の趣旨にはそぐわない．そもそも，合名会社経理の特徴はい
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わゆるAclvanced　Money（乃蚕Account）の建て前で構成せられ，経営者に営業経費の前渡がな
される．この意味で，一般に人的会社であり，従ってソキエタスの典型であると注目されている
合名会社に，イスパニアでは実は経営信託によるコマンダ様式が会社経理制度の根幹となってい
ることを知り得る．更には，集合連帯性の結社内部に，経営管理担当社員と単なる出資社員との
社内的分業区分があり，社員根互間で経鴬儒託鰯度の導入による経営の機動化が企かられている．
以上のことから，イスパニアの合名会社はきわめてコマンダ的な慣行の鰯度化を成し遂げている
と理解せられる。その意味で，含名会社経理において，機勤性の尊重をめぐって，資本充実原剛
と利潤配分原理との聞の計測基本原理上の二律背反を生ずることになる．商法第140条と第141条
との性格の差がその表明になっている。藍業社員は利潤参加のみで，損失及び債務の配分には原
翔として加わらない．しかも利潤参加は最低出資者の額と同等額で算出されるのである。
　Antonio　Gox6ns　Duch氏1ま資本金の勘定に，産業社員の項際を欄意しておくことが妥当であ
ると提唱しておられる．資本金勘定の記載が，利潤配分の基準になるからである．従って，塵業
社員の項目は，資本充実原劉の保障にはならないが，利潤配公の比例格差按分の塞準として必要
不可欠な記載となる，　（復し，同氏が含名会社の社員の責任をilimitadaと考えられることは賛
成できない．“GestOres　y　Comand｛tari。s”，株式会社芸林書房刊の西文拙著テキストについてそ
の理由を御参照願えるなら幸甚である．イスパニア園商法では，戦後の株式会社法改正と有眼会
祉法の成立までは社員の費任に有限と無限の区別の語は現われていない筈である⇒
　西独の持株会社には，もちろんそれが株式会社であることによるものであるが，傘下企業から
の利潤拠出があって，拠金を玄とめた資本金を株式に分割するのであるから，幾に資本充実は事
前に完遂されている．
　利潤は株主の取り分であるというcomancla系譜の考え方から出発して，　Ibarreta教授は利溺
における差溺原則（Discriminaci6n　en　beneficios）の閥題を提起しておられ，社内留保と社外持
出との関係から，株主の承認による惣己金融の可能性を検討せられたが，結論として，配当利潤
部分が自己金融を本来構成する筈のものではないことを指摘しておられる．然しながら，途上国
の場合，暫蒔この社内積立部分が，超過利溺の先取りとして拡大再生産に貢献することはあり得
るであろう．途上國ではいわゆる多国箱企業を歓迎し，株式綱度を維持し，過畢数株支配を民族
資本の側で掌握する方針を今後も放簗しないであろう．また，株式による会社と株主とに二璽課
税を適用しないようにとの要請（エクワドールのビリャゴメス博士）を引続き先進資本主義灘に
対して行なって行くであろう．一方，不払労働部分を補うものとして，i独方式に晃られるよう
な，労働の企業参加もまたこれを期待して歓迎するであろう．然しながら，イスパニアの場合，
上述西独における労働の企業参加に見られる所有参加は，実質的には利濾参加の要求であり，こ
の点が西独とイスパニアとの違いなのである．睦業社員の制度は，超上部構造の契約からの保障
としては，政府による憲法近代化の努力に先駈けて，既に19世紀の合名会社法で労働の利潤参加
における一の筒題解決の方法を提示したものであろうと思われる．この意昧から，合名会社経理
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について先に紹介したAntonio　Gox6ns　Duch　SEの解決方法の妥当性が支持せられることになる．
　裁判所が擁護する圏際法からの超上部構造契約的支持とレて，憲法を守る政府の国民経済登展
計画際体はその大きな，側画からの貢献を受取ることに違いない。法の前の平等の原剛はイベロ
系諸国では永久に守り抜かれて行く不滅の国際法上の鉄則であることを考えるならば，イスパニ
ア国合名会社の塵業社員もまた，会社法におけるその基本的性格を今後も引続き永久の妥当性と
して保持し，諸脚の制度モデル的亀鑑の地位を存続できるに違いない．
　なお，イスパニアのTuris田o論では，企業に鰐する規制の瀦由放任主義，介入主義及び折衷
主義の立場の得炎が論ぜられていることを付雷しておく．イスパニアでは経営社会化についての
企業体制は上述のように皐くから整備されてきたが，国有化はできるだけ擁制せられて来た歴史
的経緯が存在する，璽に最近イスパニアではBolsaを中心として金融統計に経済統計を集中的
にまとめることを臼指して，連結連関会計を構成するための企業一般会計計画を普及させること
に成功した．その主要際標がいわゆる多国箱企業の経済統計的掘握を志したものであることには
疑念の余地がないと考えられているが，序文における解説が，臼本の偲別資本説で取上げている
鰯別資本の形態転化における循環公式を絹いてそっくりそのまま承認せられる内容のものになっ
ていることは注目に値いする．以上の報告でイスパニアの合名会社法における塵業社貫の制度が，
株式会社に到るまでの企業経理の基礎として企業体舗全体の中で充分に位置付けを得て，環代の
国際経営管理論に計算の基準を提示する基本モデルを構成できていることの特筆すべき意義を確
認してよかろうと思われる．
II　フレデリック・ウインスラウ・テーラー『科学的経営管理の諸原理』序文（西訳からの和訳）
　一ブエノス・アイレス「エル。アテネオ」祇第6版，1979年，7～9頁一
　ルーズベルト大統領は，白亜館（ホワイト・ハウス）における知事会議へのそのメッセージで
予需的な見方の所見を述べている．　「わが国の資源の維持とは團民的成果についての最も普遍綜
合的な問題に対する事前の準備的歩み（過程）であると云うことに尽きる．」と．挙園一致してわ
が国の物的資源を維持することの霊要性をちかに（直接的に）彼は認識した。そして，このよう
にして一大運勤が始まったのであるが，その実際的な効果は甚大と思われる．然しながら，これ
までのところ，上記のこの「わが国の国民生麓を増大するという最も普遍総合的な問趨の重要
性をわれわれはただ莫然と認めて来たに過ぎない．
　わが園の森林の荒廃，わが騒の水資源の浪費，洪水津波で氾濫して海水によりさらわれたわが
國の麟土は測り知れない（見ることが不可能である）．わが園の石炭や鉄の埋蔵鉱床の枯渇は近い
将来に見えている．然しながら，わが園における人間努力の大きな消耗浪費は，管轄のお門達い，
悪性管理若しくは無能力によって日々生じているが，ルーズベルトが「繭民の成果」の喪失とし
て考えている上記のものは更に目に見えず，感知し難くて莫然たる評価がなされているに過ぎな
い．物的な浪費はわれわれは容易に見て確かめることができる．然し，入間のヘマな，非能率的
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若しくは悪指揮的動きは，それら上記の動きの後に何も見えるものもなく若しくは感知できるも
のを残さない．その評価には記憶と馨像の努力を要するのである．従って，上記のこの理由から，
わが麟における労働力のE々の損失が，わが閣の物的な浪費による損失よりも更に大であるにも
拘わらず，上記後者（物的浪費）がわれわれを震感せしめて来ていながら，一方前者（人力的浪
費）はわれわれにとって殆んど印象ずけられて来ていないのである．
　今臼までのところ，「国民的最大効果」の恩恵に公的不安動揺は起っていない．上記のその成
果を獲得する方法を考慮するための会議は沼集されていないのである．然しながら，最大効果の
必要性が広汎に感ぜしめられているという明きらかな兆候が存在している．
　いっそう良くまたいっそう適格性を持った人物の探求が，上はわが国大会社の社長から，最劣
等の忍使いに到るまで，今田ほど熾烈さを極めたことはなかった．また供給を越えての適格者の
需要は未魑有のことである．
　然し，われわれが探し求めているものは，その仕事（職務）に精通し，即刻使用され得る人な
のである．他の入々によって組織編成されている人間である．われわれの為すべき義務は，この
ようにしてわれわれの好機会に従って，恵まれたならば，上記のこの適格な候補潜を，他人によ
って編成されている人間を探し求めるかわりに，指導し組織形成することに翻度体観的に協力す
る（こと）にあるということをわれわれが理解する時にのみ，われわれは圏民的最大効果へと導
く道程に身を置いているのである．
　以前は，支配的な理念が次の云葉で表現されていた．「工場長は生まれるのであり，形成組織
されるのではない．」と．そして，学説理論は適当な人が得られた（獲得せられた）ときは少しの
危険も伴うことなく彼に手段の選択を委ねることができるとして認めていた．将来はわれわれの
工場長は，正しく指導されなければならないこと．及び，どんなに有能であっても，偲人的管理
の古いシステムを用いては，多数の協周者であってしかも組織編成がよろしきを得ており，彼ら
の努力を調整することの出来る入たちと競争する期待を持てる人はいないということが理解され
なければならないであろう．
　以前には，人間がそのすべてであった．将来はシステムが圭にならなければならない．然しな
がら，このことは，偉大な人物が不必要であることを意味しない，事柄は逆であって，良きシス
テム全体の第一級の意図（意思）は，第一級の人間が構成しなければならない．また，最良の人
聞は，システマティックな経営管理の下には，最も蜜全確実，かつ迅速に，頂上をきわめること
になるであろう．
　この論文には次のことが書かれている．すなわち：
第一：単純な一連の範例を媒介にして，われわれの日常の殆どいっさいの諸行為の非能率が原因
となって圏家全体が蒙っている一大損失を㎎示するためのもの．
第二：上記のこの非能率のための救済は科学的システマティックな経営管理に存する（宿る）こ
とを読者に説得しようと努めるためのもの．
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第三：最良の経鴬管理は莫に科学的なものであり，法瑚，規尺及び明白に定義せられた諸原理の
kに宿るということを実証するためのもの．のみならず，また，科学的経営管理の基本的諸原劉
は，最も単純なわれわれの個人的諸行為から，われわれの巨大集団組織の労働に到るまでの，あ
らゆる種類の人間活動に適用され得るものであるが，それには最大限の丹精込めた熱意盗れる協
力が要求されることを示すためのもの．そして，要するに，一連の諸範例を媒介にして，これら
k記の諸原則が常に必らず正確に適稽せられてこそ真に驚異的諸結果が齎らされることを読者に
納得してもらうためのもの。
　上記の本論文はオリジナルには「米国機械技師協会」に提出されることを目的に整備せられた
ものであった。選び抜かれた諸範例は，われわれが，藍業及び工業の諸機関の技師及び経営管理
者に蛇すると共に，岡様にして上記それら諸機関に働らくすべての人々に対しても関心を抱かせ
る筈であることを確信しているというそうした性格のものなのである，岡様にして，その他の読
者におかれても，上記の覇じそれら諸原理が，いっさいの人間諸活動に属等の利用の可能性を以
って適用され得るものであることを御理解戴き度いと願っている．：つまり，われわれの家庭生活
の，及びわれわれの農場の運営管理において．大規模及び小規模の商業の運営管理において。教
会及び慈善事業の運営管理において．大学及び政府各部局において．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F．W．T．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フレデリック・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウインスラウ゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーラー）
HI　簸低賃金（訳）
　一一ルイス・クリアード・アバー，『イスパニア国社会・経済発展における賃金及び雇用』協
岡討議，ヌエボ・オリソンテ，グラフィカス
頁一
・ オスカ株式会社，マドリッド，1963年，48～50
　今度は最低賃金の分析に関する見透しの研究に移る．最低賃金の設定は，これまで取り扱われ
なかったにしても大した問題にはならない．その効果は，産業労働組合の行為によって強化せら
れた最高賃金の設定の効果と似通っている．若し最低賃金が実効的でないならば，つまり，若し
賃金が現実に安価な低賃金の形で支払われてはいないならば，直接的効果はこのタイプの労働の
需婆における嚢退となるだろう．然し，この衰退は単に一時的なものたり得るのである．若し，
労働市場が最低賃金の需要独占（独占的買手市場）であるなら，需要独占の搾取に簡単に終比符
が打てる．その他の場合には，高賃金政策を進捗前遜させられる．いずれにせよ，増加賃金は，
いっそうの高生産性（労働者の，栄養補強，衛生等により良い条件）に導き，改良設備の扶植導
入に導き，最終的には，多分，元に等しい雇罵の水準に導くのである，上記のこの場合が其所で
未だ起こらなくても，最低賃金は適正化せられる．つまり，聴酷なまた搾取的な賃金の存在は，
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社会的，及び，就中，人間的な視点からは容認され得ないのである．従って，政府（Estado）は
最高賃金を定めるように要求される．上記のこのことは，労働者で雇周の無い老がいる場合に起
こり得る．；然し，改革を敢てしなければ，低賃金は一地方の，若しくは一藁の，若しくは更に
特殊的には，一薩業企業の枠内でながく続き得るに違いない．上記のこの状態（形勢・情勢）だ
けがもっぱら（単独的に）創成せられるときで，かつ，新しい道が開かれる際にはプmレタリア
グループの社会（的）生活にとって重要な変化に到達され得た。この後者（プmレタリアたち）
が，より蕩い賃金を支払う新らしい産業企業に向って移動したのである．上記のこのことは，若
し，他の薩業企業が，前の藍業企業が支払うそれ（賃金）よりも更に高い賃金で獄加的労働力を
吸収し得るならば，もちろん，機能（作用）するであろう。上記このことが可能であるとするな
らば，次のことに依存して行くのである．すなわち：
　第1．失業している者の数により，
　第2．資格・能力・適格性の度合，及び地理的分布の度合により．　（イスパニアにおける雇周
の結果的帰着の必然性についての研究の重要性が，どんなにわれわれにとって絶えず有矯なもの
になって行くかを看察せられよ．）
　第3．加うるに，当該産業企業金体における，及びサービス部隙こおける繁栄の渡含により．
不況時には，最抵賃金を定める政策は，経済的拡張の時期におけるよりも更にいっそう慎重（憶
病）でなければならない．
　最低賃金は，若しくは無資格労働についてであって，しかもこの形態の労働がイスパニアでは
支配的なのであるが，言及されて聞題になるならば，大多数の労働者，また，とりわけ農業労働
者に影響作用して行く．つまり，この後考の農業労働老たちの大部分は，専門的工場労働君の姓
格を有しないからである．従ってそれだけ，最低賃金の扶植導入（樹立）は農業地方において，
薩業工業企業におけるよりも，かつ，この後老で第3部門（サービス部門）が支配している場合
よりも，更に大きな反響を持つことになる，だから，いっさいが生産の構造に依存して行くので
ある．この結論は相対賃金の変化の帰結を眼定する時点に大きな重要性を持って行く．上記のこ
の政策の終局爵標は，勤労者の或特定部門の生活水準を改善することにある，条件は，グループ
の稼得能力を増大しようとするものであり，すなわち，物価の増大は，賃金の増加を申立化させ
ないような条件なのである．一部門における賃金の増加が，需要に向けて，費用と付加（需要）
の増加を岡隣に含めて賦課するときは，相酋蟹金に関する政策は，個別特定的に上認のその商品
（部門）の勤労者が消費を少くするだけ，及び全体需要の上に影響が少なけれぱそれだけいっそ
う効率的になるであろう．　（このことの全容は既に，前に分析されているところである．）
　上記のこの討論は，他の賃金が調整されないという想定（仮定）の申でとなおかつ特定条件で
実現され得るものであることを我々に考えさせるに到る。然し，若し，梢対賃金についての政策
が，大多数の勤労老に影響作用するならば，賃金水準の上に及響が避けられないであろうし，ま
た，従って，物価の上にも反映して，この後老（物価）の上の反動作罵により，採択せられた手
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段は中立化されるのである．
　賃金水準に関する政策は，覇等の割含で，上記のそれらいっさいを上昇へと歩ましめるものと
して定義付けられ得るのである，社会政策にとって真に重要な問題は，賃金の一般総合的な上昇
の実際効果を調査するというそれ（問題）なのである．つまり，そのような手段で達成しようと
される霞的は，社会的生塵における勤労者の参撫を高めることだからである．すなわち，相対賃
金を改善向上させることなのである．大した影響を受けることもなく，我々は，上説のこの相対
賃金の改善向上が，一方では企業家（経営者）と資本家（投資家）との間に，及び他方ではサラ
リーマン労働者の閥に，所得の機能的配分となるだけの話だという結論にわれわれは鋼達するの
である．上記のこれが，両者（経営者と資本家，及び労働者）双方のグループの意見なのであり，
また，これは社会的な当局の惹見でもあるのである．この最後に述べたことの故に，勤労者は，
常に引上げ向上の恩典に浴している．然しながら，どの点まで賃金の～般総合的な引上が，勤労
者康身にとって害悪を及ぼし得るかを研究することが極めて重要であるに違いない．
　〔訳者コメンタリオ：時空における線と画（次元）〕
　一時的なインフレ政策によって，発展にプラスがあったとしても，総体的な結果が，努力の効
果を否定するものになってはならないことを充分に考えておく必要があるだろう．このことは途
上園が敢てインフレ政策をとることにより，将来への犠牲になろうとする際に重大な警告となる．
未来への現在の犠牲は一それは一般の発展における特殊部門の犠牲を要求することでもある．
　なお，フェンテス・キンターナ博士が賃金は簸高限を抑えた画一的一斉引上げ，社会保障はそ
の時々の可能性における最高水準のものでなければならぬと云っている．博士の賃金政策は国民
経済全体で考えられ，社会保障は利潤部分若しくは生産性の枠内で考慮されている．社会保障は
物髄の水準を基調にした財政支出であるが，財政収入が賃金所得と利潤への課税という圃民所得
からの調達であることによった考慮である．
IV　フォードランドのブラジル進出顯末記
　一ヴィアンナ・モーグ『バンデイランテスとパイオニーア』　（二文億の対比）抄訳（原典と
　藤訳を参照）一
　1928年の頃ヘンリー・フォードは脳裏にある園定観念を浮かべ始めていた．彼の工業企業のた
めにゴムの調達をするという悩み多い厄介な問題を解決するために奇徳師まがいの方式を発見す
ることが必要だったのである．セイロンの英人とジャバのオランダ人たちが彼に要求する価格を
受容れることにはほとほと閉口してうんざりの態であった．そうした彼は，英人の手中に収まっ
ているゴムの支配が悪辣なものであり，また，その支配を醇化し，それを受戻して救済する唯一
の方法は，英國資本主義の保守反動者的擁護の手から，米國資本主義の若い健康な進歩的擁護へ
とその支配を移行させることだという結論に達していた．その方法はいったいどうするのか．ア
マゾンでゴムを栽培すればよい．英国配下のヘンリー・ウィックマンがアマゾンのゴムの苗木を
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密かに莫畷へと送っていなかったか．そして，一一Uンドンの植物園一キュー。ガーデンの温
床ストーブで風土に馴染ませた後，それらの若木を世界最大のゴムのプランテーションに移して，
東洋で完全に根着かせてはいなかったか。
　ところで，若しもブラジル原塵の若木がその原産地繭から移植されて，上記の方法で，パラー
州のベレンからゴムの彪大な取引の中心地セイロンと方向転換して育っているとしたら，初源地
とシメトリカルな対鎌地に植えられてそれら同じ若木が機能して役立たないほうが不思議に違い
ない．すべては適合地においてゴムの画一的なプランテーションを組識するか否かにかかってい
る．
　従って進路はブラジル向け，アマゾン陶けである，理想的な場所と云えぱ，米麟のエベーグレ
ー ドであったに違いない．然し，ヘンリ～・フォードは，友人のトマス。エディソンが失敗した
事情を知っていたので，米蔑でゴムを榿えようと志すに際して，考え方を固執するには実際藤の
憂慮があった．アマゾン地区でなければならなかったのであり，パラー州のアマゾン地区で，か
つ，ヘンij－・ウィックマンが1892年に，まさにその土地でゴムの若木付きでの地主卿（m一ド）
の資格を獲得したタパジョス河畔にでなければならなかった．まことに残念なことであったが，
上記のそれらの樹木は運悪く不幸にも米醐企業の羨望の的でありながら，一恐らくは神々のよ
うに白人系の血を引き，確かに植物学的な分野のアーリア族に当たるわけで一自然の神の手違
いで熱帯に育っただけのことなのであろう。
　結局，米国では駄類なものなら，せめて米州圏のアメ弓力であってもらいたかったわけである．
腹は決まった．ヘンリー・フォードはアマゾンにゴムを植えることにした．ゴムの英国独占の時
代はもはや清算されて終った．神罰が，ヘンリー・フォード大天使の復讐の剣を通して，強奪，
耶喩，密輸に発する独占の上に下だって行ったのである．
　そんなわけで，針路をブラジルに向けて，アマゾンへと目指して行った．
　ヘンリー・フォードの考えが定まると，たちまちこれが興体的な形をとり，彼の脳髄から出て
行動に移され，新聞の称賛と舶手嶋釆の的になり，ディアボーンの造物主の新たなプロジェクト
の報道が早速世界にひろまった．英国は震え上がった．ブラジルは歓喜に満ち溢れた．そしてす
ぐさまパラー州知事は，聯邦政府の承認を得て，ブラジルで一般に米州圏の人々（アメリカ人）
を迎える際の習慣に従って双手を拡げてフォードの使者を受容れた．
　フォード氏がパラー州にゴムを植えたいとお望みですか？　結構です．素購らしいお考えです．
ところでフォード氏はそのプランテーションを何処に持とうとなさるお横りですか．タパジョス
河騨にですか？承知しました．ところで企業の敷地をどのくらい御希望ですか。247万工一カー
ですか．よろしうございます．然し，平方粁になおすと，大略どのくらいになりましょうか．ま
た，ブラジル人が考えて薩ぐ分かるようにその面積を比較するには大凡そで侮がそれにあたりま
しょうか．丁度コネティカット州の6分の5になります，……そして直ちに許薯（コンセッショ
ン）の政令が成文化されて取引きが進捗し始めた．
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　誰も彼もが幸わせですか．皆んなが幸福におさまりましたか．そうは行かないことは明白だ．
ジャバとセイuaンの英麟人やnンドンの証券取引所は履をひそめて渋い顔をした．もちろん，ア
マゾン流域のコmノたち，国ほどの広さの土地の地主たちも彼らと共に顔をしかめた．蜜た，そ
れは少々の程度のことではなかった．ヘンリー・フrt一ドがタパジョス河畦で労働者に日給2弗
から5弗の支払をする一つまり当時の換算で40乃翌100クルゼーロにあたり，彼らは5クルゼ
ー ロ以上支払わないのが普通であったが一という声で，彼らはゴムの吉戦場のボランタリアた
ちが逃げ出さないように河，湖，パラナ～ス（真中に島があって河揖が二分されている支流）及
びイガラッペース（天然の狭い河溝で二つの賜の間，又は島と陵地との闇にある河峡）の監視監
理を強化しなければならないと悟った．そうでなければもう一竜のゴムも増収は得られなかった
に違いない．
　一方，ミシガン湖のディアボーンでは活勤は熱に浮かされた激しさになった．急拠，アマゾン
の征服を遂行に行く船隊が議装して整えられた，これらの船隊は一都市を解体して運んだことで
あろうが，ちょうどフォード自動車会社の組立ラインから出て来る露動車を扱うように完金に組
立工程を通したまるごとの仕上げられかたであった．つまり，家屡，病院，喫茶店，セメン1・，
テニスコートの砂，保健衛生施設，ブルドーザー，機械式製材所で，解体した一都市そっくり全
部と組立の出来上がり表といったものであった．1624年にアームステルダムから出発した船隊が
ペルナンブコやブラジル北東部を征服して以後，わが国（ブラジル）陶けに斯くも完全に装備せ
られた近代文明的遠征隊が出発したことは未艘有のことであった．
　ヘンリー・フォードの船隊は今や大湖の水を切って進んでいる．サン・ロレンソ海峡に入って
来た．その船首（へさき）は波を蹴立てて大西洋（マル・オセアーノ）の水を二分した（大洒洋
に出たの意）．カライーバス海の竜巻を迂廻した．もはやアマゾン河の河環の沼沢の土手を見てい
る．右折してリオ・マル（マル河）河口の河流に勇ましく向かっている．もうパラー州のベレー
ンとサンタレーンを後にして，今や左折し，緑地帯の壁を分けて，アマゾン河の泥水を打ちやっ
てタパジョース河の紺碧（エメラルド）の水に姿を埋めている．
　フォード・ランドに着くや否や接岸した。一方，世界の全薪聞は，互いに相呼応して歴史的な
偉業に感動した．フfi　一ド氏のアマゾンへの挑戦が始まったのである．
　北米では，諸薪聞は闘争の細部に亙って気を配っている．
　ジャングルは抵抗したがへきえきして尻込みし退却した．また，ジャングルと共にブラジル貌，
猿，鵬武，蛇も一緒にである．一方，ブルドーザーは空湖地を作るために必要な樹木を倒して行
き，新しい都市が建設せられた．しゅろ（カポック）の木，蔓草，ミモザ（ねむり草），杉，桑，
ゴム，処女ジャングルのすべての大木には，パテスがアマゾンで分類し，また最大の勝利を博し
たダーウィンの学説諸理論に基調の役割を果たした各種植物といっしょに退却し，殆んど根元か
ら切倒された．つまり，本当は根元がおまけにたいして深くなく，外見の頑丈さと堂々としたア
スペクト（側面性格である様相）から期待される程度には思ったほどのものではなかったのである．
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　フォドーランドにはもう家々が姿を見せ始めた．また病院，保健藤，テニスコート，監理者住
宅，労働者住宅，喫茶店，薬周などが現われた．それはニュー・イングランド若くは中欧そのま
まの姿であった．アマゾンのジャングルのどまん中にヤンキーが北米の都市を出翼せしめたので
ある．
　そしてすべては前以って考えられた諸計爾（プラン）のとおりにうまく行った．3，000入の入
植者たちがフ1；一ドランドで日給50から150クルゼーロの間を上下する賃金で働いた．菖万本の
ゴムの若木が処女密林を不断に征服して大地に植えられた．上記のこのジャングルはまだ生き残
ってはいたが，既に瀕死の状態であった．すべてはバラ色であった．そして二年足らずの経過で
美しい樹木の分隊，中隊大隊，聯隊を形作ってゴム林が成長し始めた時には，もはや1裁闘の終
末についての疑念を誰も心に泊める者はなかった，
　mンドンの証券取引所ではゴムの価格は罠まぐるしい速さで下落し始めた，ポンドは1ドル半
から1ドルへ，更に80セントへ，その後70へ，25セントへと下がった．ジャバのゴム植林者は完
全に荒らされた．
　1936年に，エドワード・トンリンソンは，CQIIiers（コリアーズ）の12月12田号に熱情を込めて
宣雷した．　「地方のどまん中で，奇妙不可思議な，文字どおりの科学的な考古学者たちが，蟹険
の綾錦の裾を綻ばせて，放浪遊牧の民フェニキア民族の，若しくは，ジャングルに迷った往昔の
その他の民族の末商である子孫の人種の，神話の城壁都布を探し求めて遡いたその地方に，ヘン
リー・フォードは新しい文明の基礎を投じた．jと．
　事実，　フォード・ランドはひときわ光彩を放っていた．充分に距離はとって距たっていたが
（正規の距離を保って）ディアボーンが設立せられたのとまったく同じ諸扇的のための完全な産
業工業都市であった．2，000人以上のための6か月聞用の食糧を蓄えるに充分な冷凍室の設備を
もっていた．物的にはこれ以上の効率と快適はないと螢（ホ）められる病院が配慮されていた．
アマゾンの入櫨老たち（カボークmス）はその当時まで一軒建ての（一棟の）掘立小屋しか知ら
なかったが，今や水道付きで，3つも部屋のある家屋敷に住んだ．
　皆んな幸福だったであろうか．少数雛理職員の家族たちにはこれ以上の満足はあり得なかった．
場含によってはデトmイトにおけるよりも更にタパジョース河畔でいっそう満足していた．デト
ロイトではフォード氏の家庭的愚情主義とその理想的寛大心とに駅染まない労働者の軋繰が，騒
乱の発酵（漁すぶり）が絶えなかったからである．アマゾンのカボークPス（入植者）たちは何
とおとなしく性格の良い入たちであることか．何と単純で，丁重で，駿ぎんで愛すべき人たちで
あることか．また，ジャングルの神秘をテーマにして何と世にも珍らしい謡を物語ることが出来
たであろうか．　（王女に見染められた）大蛇，海豚，亀（ジャボティー），幸福の小鳥ウイラプル
ー．ウイラプルーの話は何と素晴らしい歓奮の種であろうか。ウイラプルーが歌うときは全密林
がおし黙って耳をそば立てる．木々は身を撚じてつぶやきをとめる．豹は状えるのをやめる．魏
武は唄をやめておし黙まる、つまりそれはウイラプルーが密林のなかでいちばん醗く，しかも弱
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々しい鳥だからである．
　突如，牧歌の陶酔の中に最初の驚きが起こる．上述のようにいんぎんでおとなしいカボークロ
ス（入植考たち）が檸猛な鬼に変貌する．喫：茶店にあるすべてのものを破壊し，足元にあるもの
を手当り次第に粉砕する。それは文掌どおりの暴動になった．フォードモーターカンパニーの職
員とその家族たちは死に怯びえて遁走し，港に繋いであった荷物運搬船に隠れた．カボークmス
（入植従業者）たちは，バスティーユの牢獄を占領したフランス入たちのように昆棒で身を鎧ろい，
少人数の管理職員の保塁に麹かって進んで来て，船に乗っている人々の耳には何やら分けの解か
らぬことをがなっている．いったい侮をそんなに猛けり狂って大声でどなっているのだろうか．
「フォードをやっつけろ」であろうか．「フit　一ド窓動車会社よ，くたばれ」なのだろうか．そ
んなことではない．ほかならぬ水兵ポパイの個人入格的な問題である．カボークmス（入植者）
たちが叫んでいるのは「ほうれん草くたばれ／」「俺たちはほうれん草にはもうあき倦きした／」
であった．
　米国人所有のあらゆる物件の破壊は～晩中続いてすさまじさは少しくおさまった。翌田，パラ
ー州のベレーンから軍の派兵が到着してそれまでの経過蓼件が已んで鎮静した．　カボークロス
（入植者）たちはほうれん草の料理で結構豊窟なビタミン入りの食事にあきてしまっていた．も
うこれ以上ほうれん草のたち込める臭いは許せなかった．コーン・フレークスについては云わな
い方が良かったのである．彼らカボークロスが欲しいものは牛肉の塩漬（タサージョ）であり，
時々いんげん豆の豆ゴハンが欲しかったのである．人間には陪には手料理の鯉を入れて豆ゴハン
を食べ，糖密入りの甘い酒をたしなむ権利があろうではないか．それはもう結構なのである．充
分なのである．
　そして，たった一晩でフォード・モーター会社の管理職員たちは，大学での数年闇の社会学以
上のものを学んだ．彼らは，上記のおとなしいカボークmス（入植者）たちがフrk　一ド民の崇高
な知的理解を完全に逃避する諸動機を通じて檸獄に変號し得ることを学んだ．彼らは居住してい
る金網で囲い保護せられた，扉や窓のある家燈と，彼ら入殖者たちに米国人たちが賦課する慣習
的な清教徒的体制に耐えられず，物的に忌み嫌うことを学んだ。米国式に床の上に覆接に建造せ
られていて，カボークuaス（入殖者たち）がその当隣まで住み慣れた堀立小屋のように水上家屋
式に丸太棒の上ではないので，上記の住居は熔鉱炉のようであった．そのことは，寒さの閥題を
セントラルヒーティングが解決するのと覇じで夏場にはその大部分で米困式家屋は，暑気の聞題
を解決する冷房装躍がないと結果する暑熱のやり切れなさをちょっとばかり考えるならば理解の
闘難なことではない．
　一方ディアボーンでは，ヘンリー・フォードはほうれん草の暴動について慎重に考え，人類が
彼フォードに提供した理解の難かしさの前に落胆嘆患していた．フォードの工場の労働者憲体が
彼フォードに提起した閥題が彼にまだ不足であったかの如くに，今度は上記のアマゾンのカボー
クロス（入植詣）たちが，彼らを甚だ恐るべき悲惨と後進牲から救い出し，ビタミン食とディァ
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ボーンにおける労働での岡一基準の能率を用いて米燭式生活の至上の冒険へと彼らの水準を高め
ながら人間性の肝心なやさしさ（親切心）に関する彼の疑いをいっそう大きなものにさせるに到
ったのである。フォードは一連の組立方式と神の摂理の計画目的を充分理解した人であった．彼
はアマゾンのカボークロス（入植者）たちの心理は絶文寸的なところまではうがち貫らぬいていな
かった．
　然しながら，当時の世界には，カボークUス（入植者）たちは別として，その管理運営を以っ
てフォードの思想を陪胆たるものにし，悩み苦しめるもっと他の種類の人間たちがいた．英国人，
ユダヤ人，消極的（事なかれ的な）否定主義者たちであった．アマゾン河畔とパラー河岸の労働
者（コm一ノ）たちは賃上げで蹴酷することはなかった．一当時のノスタルジア（郷愁）が嵩
じてこれがその愛人のために鯛場を建てさせ，2百ミル・レイス（クルゼーロ）や500ミル・レイ
ス札で葉巻煙草を巻いて燃やし，その子息をヨーロッパへ留学に送ったりしたが一また合理的
な方法でゴムの木を栽植するという理想は断念されなかった，そうした人たち（コロノたち）は
フォードには閥題ではなかった．然し，ユダヤ人，英麟人及び否定的消極主義老（事無かれ主義
者）たちは彼フォードに夢を捨てさせて眠りから覚めさせた．
　しかも，云うならば，フrk　一一ドランドの未来に雷及してユダヤ人と英繭人についての予言の硲
（コダマ）を響びかせた真のカサンドラ（ギリシアの伝説でTroya王Prianoの娘．王の敗滅
を予言した．）である否定的消極主義老（事無かれ主義者）たちは，米羅窓体に存在したのであ
った／ヘン蓼一・フォードの気高い性格露体を否定したわけではない。米国人パイオニァ式，ヤ
ンキー式，彼の人となりに彼らの予言考たちは彼の新しい型の資本主義を以てしても，その薦業
主義は，彼フォードの誕生の時代には，共産主義から見るならば若干古臭さい過去のものになっ
ていたことを認めていたのである．つまり，すべてはロシアが遠い未来に向けて労働者たちに約
束していたことであった．一一高賃金，低物価，市民的平等，経済的博愛主義がそれである．
一
そして，現在の世代を，既に征服した霞由を犠牲にして，ヘンリー・フrk　一一ドは資本主義に
注入した若入の熱血のお陰で，自由を犠牲にすることなく傭由の犠牲を痒うことなく）現実の
世代に上記のそうしたことをまさに現に与えていたのであった．崇拝と賜釆を浴びるかどうかの，
才能上の全ったく鰯入的人格の上での帰属だけが，人類の普遍的海上へのフォードの貢献に就い
て疑念をとどめ若しくは拘束を加え得たのである。
　然しながら，生じたところは，ヘンリー。フォードの崇拝（賛嘆）者たち自体は，氏（フx一
ド）がまさに神々の遣り賜うたというような者でなく，幸運にも，その自動壌工場のシステムに
金たく相応わしくない機械技師であったに遍ぎないとのみもっぱら考えただけのことであった．
その工場システムでは末端にまで行届いて，そこでは彼が理解しなかったことについての誰も彼
を呼んだ者のないところに（お呼びでなかったところに）みずから没入して励み，また，法皇の
座についての支配をしたのである．彼らには，良いミカンが実のるという事実だけによって，ミ
カンの木がマルメesやバンジロウをもまた実のらせなければならないなどとは，またヘンリー・
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フォードが膚動東と構時に人間性（人類）を救うような魔法の方式を製造すべきであるなどとは
思われなかったのである、
　いずれにせよ，フォードの失敗はあったが，1917年に世界を戦争から救うために過ぎしHの時
代の遠征隊が編成せられた時には，頑迷な迷信を信ずるかつぎ屋の小鳥共たち皆んなの脳裏には，
フォードランドの最初の頃の成功の情報が彼らを充分説得させるに足るためのものであったとし
て余りにもまざまざと生きていた．
　その間にも～方，ヘンリー・フォードはずっと情報を受けかつ読んだ．そして上記のこれらの
情報は，新聞の初めの頃の頁に現われた話とは若干くい違った報告になっていた．カボークロス
（入植者）たちの暴動に加えてフォ　一ド・ランドには若干の技徳上の困難が現われていた．例え
ば，アマゾンの種類の違った密林のあらゆる極木を藏断するために仕兆えられた（仕向けられた）
機械湖製材所は好結果をもたらしていなかった。まさにアカプー（acapu，萱科で蝶形の花冠をつ
ける豆の木）のような構木では，その材木はアメリカ（北米合衆国）市場向けに関心を以て迎え
られたが，すべての鋸をゆがめてだいなしにし，モーターを焼いた．そしてどんなにこれらモー
ターによる鋸の馬力と速度（スピード）を精いっぱい倍増してみても，木材の抵抗を緩和克服す
る手段にはならなかった．このことは，熱帯ジャングルの異質性に対する適当な型の鋸が未だ発
明開発中であったと云うに等しいものであった．上記のことが動機となって，アラスカのちょっ
とした松林が海業的採算上，ブラジルの処女密林全体よりも優って値打ちがあった．然し，悪い
ことに未だそのことは繊来上がって獲得済みのものになっていなかった，百万のゴム樹が（太賜
の直射日光）過度な霞照りと，雨量の欠亡及び熱気によって弱められて行ったことは最悪の事態
であったに相違ない．暫らくの聞繁茂して育った後は，灌木の蔭に植えてそれを保護しないコー
ヒー樹の場合にアマゾン河騨で起きたこととまさに等しく，地域の灼けつくEII照りに曝らされて
患絶えだえにしなびてしまっている．フォードのゴム林部隊はH照りに枯死して行った．甚だむ
ごたらしい植物界の悲劇であった．ダーウィンによれぱ，棲慰は闘いであり，闘いには勝利は常
に最強の者のためにある。アマゾン地帯では密林の無秩序がゴム林の栽植の綱紀（軍紀）に打勝
ったのである．
　その後物語の結末は急速に落着した．1938年にフォードはブラジル政府に新規の土地のコンセ
ッション（特許）を串請した．－Belterra（ベルテッハ）の耕地である．一そして前のコン
セッションの土地はきわめて安価に手放した．ブラジル政府は直ちに承諾した．ブラジル政府は
フォード残に何の渋ぶり方もしなかった．それはあたかも彼フォード氏がもはや末期（マツゴ）
の水を取り，瀕死の状態にあったかのような思いやり方であった。その後は音沙汰もなくなった．
フォードランドは現実の第一級の地歩と見出し（トップ表看板）の第1頁を捨て退き，入造ゴム
の発明者と生塵者が米国でのゴムの問題をその後解決することになった．
　物語を簡略化するために，1946年1月に，フォードがアマゾンから引揚げるという淋しい＝ユ
ー ズが世界中に伝わった．フォードがブラジルを引揚げるのである．それがおしまいの終止符で
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あった．物語の全面的な大団円は上記のこの題辞（碑銘）に総合されておさまっている．事実，
フォードランドの物語は，雑誌や新聞の標題の電報文形式のスタイルに要約して切り詰め纒めら
れることができた．そしてその話を再製するには，上記のこれら標題が，1928年から1946年まで
のニュー・ヨークの公立図書館による当該図書にゴムのタイトルでカタログ記入されていたよう
に整理されさえすれぱ充分である．熱狂的経験の総括を構成することになる。
　その第一段階では大へんな希望の幸福感がみなぎっている．「ゴムについての英圏の独占に対
する米国の応報．ゴムに関する英国支配の終末．ゴムの市場を開放（自由化）する件．」
　第二段階では希望は確実なものになっている．「米濁向け（のため）のゴム：米圏に工場，ブ
ラジルにプランテーション．アマゾン流域での密林制覇。密林の黄金：フs一ドランド．其処に
はブラジルのゴムが新たに生気を取戻した．タパジョースでのフォード。フォードランドでのゴ
ムのプランテーション，アマゾンの奇蹟の都市．」
　最後に失敗のはじめての明示と寝耳に水の引揚：「ゴムについての悪い知らせ．ゴムの木の葉
っぱは太陽の光に曝らされて赤茶けた．人造ゴム．フrk　一ドはブラジルから引揚げた．ブラジル
からのフォードの引揚」
　それから以後は何の音沙汰もなくなった．
120
